
日本の棚田百選に選ばれている蕨野の棚田（唐津市相知町）

エコアクション２１

令　和　４　年　度 

株式会社 土井組

　環境経営レポート

　（　対象期間：令和４年６月１日　～　令和５年５月３１日　）

発行日：令和５年６月５日

当社の近郊にある棚田です。エコアクション21の取組によ

この豊かな自然を守ることを改めて認識しています。

今年度、『つなぐ棚田遺産』のオフィシャルサポーターとし

この蕨野の棚田と協定を締結しました。

認証番号0012472
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１） 事業所名 株式会社土井組

代表者氏名 代表取締役　土井寛之

２） 所在地 本社 佐賀県唐津市相知町平山上甲１２０１

資材置場 佐賀県唐津市相知町平山上岩本甲１７６０

３） 環境管理責任者 土井寛之

担当者氏名 土井美希

連絡先 TEL　0955-62-2703 FAX　0955-62-3300

Eメールアドレス kdoigumi@athena.ocn.ne.jp

４） 事業の内容 土木工事業、石工事業、鋼構造物工事業、しゅんせつ工事業

水道施設工事業、とび・土工工事業、管工事業

舗装工事業、造園工事業

（佐賀県知事許可（特・般-１）第1795号）

５） 事業の規模 完成工事高　132百万円（R4年度）

単位

従業員数 人

延床面積 ㎡

６） 事業年度 ６月～翌年５月

2.認証・登録の対象範囲

１） 事業活動 土木工事業、石工事業、鋼構造物工事業、しゅんせつ工事業

水道施設工事業、とび・土工工事業、管工事業

舗装工事業、造園工事業

２） 対象事業所 本社、資材置場

全社・全事業対象としている。

本社

18

260.59

1.組織の概要

資材置場

0

1185

本 社 社 屋

資 材 置 場
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・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ

・環境方針を作成・見直し、従業員に周知する

・環境管理責任者、EA２１事務局員を任命する

・環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する

・EA21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

・EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し

実行し、環境実績を向上させる

・毎年、環境目標、環境活動計画を作成する

・３ヶ月に１回、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況を確認・評価する

・上記の結果を代表者に報告する

・３ヶ月に１回開催し、環境目標及び環境活動計画の実施状況を審議する

・環境管理責任者を補佐し、EA２１文書及び記録類、及び基礎データの作成・維持・監理を行う

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う

・環境方針、環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する

・環境目標達成の為、責任をもって自部門の環境活動を推進する

・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する

・自部門に関連する法規制等を順守する

・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

・自部門の教育、訓練を実施する

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚する

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

実　施　体　制

EA２１事務局

部門長

全従業員

役割分担表

所属

代表者

環境管理責任者

EA２１委員会

役割・責任・権限

代表者
代表取締役　土井寛之

環境管理責任者
総務　土井美希

EA２１事務局
EA２１委員会

工事グループ１ 工事グループ２ 工事グループ３
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1.

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

２.

制定日

改定日

平成29年12月1日

令和3年6月1日

株式会社土井組

代表取締役　土井寛之

株式会社土井組は『建設工事を通じて社会的信用を確立するとともに、

信頼される技術と品質において地域社会に貢献し、

適正なる利潤の追求と確保を成し、安全第一をモットーに信頼の絆を深め、

会社の発展と社員の幸福を目指すことを経営の基本とする』という経営方針に基づいて、

環　境　経　営　方　針

地球環境の保全と汚染の予防を経営の重点課題とし、地球にやさしい活動を行います。

次の項目を重点項目として継続的に改善に取り組みます。

廃棄物排出量を把握し、建設材料のリサイクル等の適正処理に努めます。

電力、燃料等のエネルギーの効率的な使用および省エネに努め、

二酸化炭素排出量を出来る限り削減することに努めます。

水を使用するときは節水に努めます。

建設資材や印刷用紙・文具類はグリーン購入を心がけます。

地域社会に貢献し、環境保全に努めます。

環境に配慮した施工及び施工提案等を行います。

当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守し、環境経営の継続的改善を実施します。
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（運用期間　6月1日　～　5月31日）

環境目標 サイト区分 単位 基準年

年度削減目標等 H28年度 R1年度 Ｒ2年度 R3年度 R4年度

H28年6月

～H29年5月

R1年6月

～R2年5月

Ｒ2年6月

～R3年5月

R3年6月

～R4年5月

R4年6月

～R5年5月

1 二酸化炭素排出量の削減 全社 ｋｇ-ＣＯ2 102,098 101,077 100,873 100,772 119,359

①電気使用量の削減 事務所 ｋＷｈ 8,537 8,452 8,520 8,511 9,565

事務所 Ｌ 3,011 2,981 2,975 2,972 3,330

現場 Ｌ 8,203 8,121 8,105 8,097 8,393

③軽油使用量の削減 現場 Ｌ 26,844 26,575 26,522 26,495 33,930

④灯油使用量の削減 事務所 Ｌ 585 579 584 583 0

2 ①一般廃棄物排出量の削減 事務所 ｋｇ 把握に努める 把握に努める 把握に努める 20

②産業廃棄物排出量の削減 現場 ｔ 657.2 650.6 649.3 648.7 647.3

③産業廃棄物排出量の抑制

    (リサイクル率95%以上)
現場 ％ 100 100 100 100 100

3 水使用量の削減 事務所 ㎥ 18 18 18 17.982 55.44

4 グリーン購入の推進 事務所 - - 2 3
グリーン購入に配

慮した購入実施

グリーン購入に配

慮した購入実施

5 地域貢献（事務所・現場周辺の清掃） 全社 参加回数 1 5 6 2 12

6 環境配慮施工及び施工提案等 現場
年間提案件

数
2 2 1 12
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②ガソリン使用量の削減

備考

１．購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.483ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈ（九州電力調整後排出係数平成28年度）を使用。

環　　境　　経　　営　　目　　標

２．環境配慮型施工とは、再生資源の積極的利用や排出車両における過積載を行わないなど、

　　自然との共生の調和を目指している。

３．R4年度の目標は事業関係の変動により、R3年度の実績をもとに見直しをした。

目　　　標



基準年

R4年度
R５年度

１％

R６年度

２％

R７年度

３％
R4年6月

～R5年5月

R5年6月

～R6年5月

R6年6月

～R7年5月

R7年6月

～R８年5月

二酸化炭素排出量の削減 全社 ｋｇ-ＣＯ2 112,946.9 111,817 110,688 109,558

①電気使用量の削減 事務所 ｋＷｈ 10,405.0 10,301 10,197 10,093

事務所 Ｌ 3,616.9 3,581 3,545 3,508

現場 Ｌ 7,858.0 7,779 7,701 7,622

③軽油使用量の削減 現場 Ｌ 31,918.8 31,600 31,280 30,961

①一般廃棄物排出量の削減 事務所 ｋｇ 12.0 11.9 11.8 11.6

②産業廃棄物排出量の削減 現場 ｔ 336.5 333 330 326

③産業廃棄物排出量の抑制

    (リサイクル率95%以上)
現場 ％ ９５％以上 ９５％以上 ９５％以上 ９５％以上

3 水使用量の削減 事務所 ㎥ 60.0 59.4 58.8 58.2

4
グリーン購入の推進

　エコ商品の使用　継続維持
事務所 品目 12.0 12.0 12.0 12.0

地域貢献　継続維持

➀事務所・現場周辺の清掃
全社 清掃回数 12.0 12.0 12.0 12.0

地域貢献

②「蕨野棚田」のボランテア活動
全社 参加回数 3.0 4.0 5.0 6.0 新規

6 環境に配慮した工事施工 現場 評価点 分析 12.0 12.5 13.0

5

備考
１．購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.382ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈ

　　　（九州電力調整後排出係数2021年度）を使用。
２．環境配慮型施工とは、再生資源の積極的利用や排出車両における過積載を行わないなど、
　　自然との共生の調和を目指している。

環　　境　　経　　営　　目　　標
（令和5年～令和7年）

1
②ガソリン使用量の削減

2

環境目標

サイト区分 単位

目　　　標

年度削減目標等
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1 不要な照明を消す 土井

2 使用していない空調の停止 土井

3 不使用パソコン電源は省電力設定にする 土井

4 ブラインドやカーテンを使って熱の出入りの調節 土井

1 作業停止時はエンジンを停止する 川原

2 社有車の点検整備 川原

3 定期的及び施工開始時の機械等の自主点検 川原

4 帰り荷や複数現場への共積み、乗り合いの励行 川原

1 作業停止時はエンジンを停止する 川原

2 社有車の点検整備 川原

3 定期的及び施工開始時の機械等の自主点検 川原

4 帰り荷や複数現場への共積み、乗り合いの励行 川原

1 室温を見ながら使用を調整する 土井

2 ブラインドやカーテンを使って熱の出入りの調節 土井

1 紙以外の媒体使用の推進 土井

2 裏紙使用の推進 土井

3 分別によるﾘｻｲｸﾙの推進 土井

1 マニフェストの徹底管理 川原

2 産業廃棄物の適正処理 川原

3 建設リサイクル率向上 川原

4 転用可能な資材の活用 川原

３．水使用量の削減

1 出しっぱなしにしない 土井

2 節水シールの表示 土井

4．グリーン購入の推進　

1 環境ラベルの周知徹底 土井

2 エコ製品の使用の推進 土井

3 再生材料の積極的活用 土井

1 地域環境保全貢献
事務所

現場
1 事務所及び現場周辺の清掃作業 土井 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6．環境に配慮した工事の実施

1 施工提案等実施 川原

2 排出車両の過積載を行わない 川原
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１．二酸化炭素排出量の削減

取組目標
該当

事業所
活動項目 担当者

スケジュール

R4.6～8月 R4.9～11月 R4.12～R5.2月 R5.3～5月

1 電気使用量の削減
事務所

現場

2
ガソリン使用量の削

減

事務所

現場

3 軽油使用量の削減 現場

4 灯油使用量の削減 事務所

スケジュール

R4.6～8月 R4.9～11月 R4.12～R5.2月 R5.3～5月

２．廃棄物排出量の削減　

取組目標
該当

事業所
活動項目 担当者

1
一般廃棄物

排出量の削減

事務所

・

現場

2
産業廃棄物

排出量の削減
現場

スケジュール

R4.6～8月 R4.9～11月 R4.12～R5.2月 R5.3～5月

活動項目

取組目標
該当

事業所
活動項目 担当者

1 節水活動
事務所

現場

取組目標
該当

事業所
担当者

スケジュール

R4.6～8月 R4.9～11月 R4.12～R5.2月 R5.3～5月

R4.9～11月 R4.12～R5.2月 R5.3～5月

1 グリーン購入取組
事務所

現場

5．地域清掃活動の推進　

取組目標
該当

事業所
活動項目

1 環境に配慮した工事の実施 現場

環　境　経　営　計　画

取組目標
該当

事業所
活動項目 担当者

スケジュール

R4.6～8月 R4.9～11月 R4.12～R5.2月 R5.3～5月

担当者
スケジュール

R4.6～8月



環境目標 サイト区分 単位 基準年 R4年度目標 R4年度実績 達成率（％）
目標達成の判

定

二酸化炭素排出量の削減 全社 ｋｇ-ＣＯ2 102,098 119,359 113,998 105% ◎

電気使用量の削減 事務所 ｋＷｈ 8,537 9,565 10,405 92% △

事務所 Ｌ 3,011 3,330 3,617 92% △

現場 Ｌ 8,203 8,393 7,858 107% ◎

軽油使用量の削減 現場 Ｌ 26,844 33,930 31,919 106% ◎

灯油使用量の削減 事務所 Ｌ 585 0 0 100% ◎

一般廃棄物排出量の削減 事務所 ｋｇ 把握に努める 20 12 167% ◎

産業廃棄物排出量の削減 現場 ｔ 657.2 647.3 336.5 192% ◎

建設リサイクル推進 現場 ％ 100 100 100 100% ◎

水使用量の削減 事務所 ㎥ 18 55.44 60 92% △

グリーン購入の推進 事務所 - グリーン購入配慮
グリーン購入に配

慮した購入実施

グリーン購入に配

慮した購入実施
購入実施 ◎

地域貢献活動の推進 全社 参加回数 1 12 12 100% ◎

環境に配慮した工事の実施 現場
年間

提案件数
－ 12 12 100% ◎

４．R4年度の目標は事業関係の変動により、R3年度の実績をもとに見直しをした。

ガソリン使用量の削減

備考

環　境　経　営　目　標　の　実　績

＊目標達成の判定基準　　◎…100％以上　　○…95％以上　　△…95～90％未満　　✕…90％未満
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１．購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.483ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈ（九州電力調整後排出係数平成28年度）を使用。

３．達成率算出式・・・削減目標達成率％＝実績／目標×100　増加目標達成率％＝目標／実績×100

２．環境配慮型施工とは、環境に関連する法律、規則を遵守し、自主的に環境に配慮した活動の基準を設けることを行っています。



1 不要な照明は消す ○
2 使用していない空調の停止 ○
3 不使用なパソコンの電源は省電力設定にする ○
4 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞやｶｰﾃﾝを使って熱の出入りの調整 ○
1 作業停止時はエンジンを停止する ○
2 社用車の点検整備 ○
3 定期的及び施工開始時の機械等の自主点検 ○
4 帰り荷や複数現場への共積み、乗り合いの励行 ○
1 作業停止時はエンジンを停止する ○
2 社用車の点検整備 ○
3 定期的及び施工開始時の機械等の自主点検 ○
4 帰り荷や複数現場への共積み、乗り合いの励 ○

1 室温を見ながら使用を調整する ○
2 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞやｶｰﾃﾝを使って熱の出入りの調整 ○

1 紙以外の媒体使用の推進 〇
2 裏紙使用の推進 〇
3 分別によるリサイクルの推進 ○
1 マニフェストの徹底管理 〇
2 産業廃棄物の適正処理 〇
3 建設リサイクル率向上 〇
4 転用可能な資材の活用 〇

３．水使用量の削減

1 出しっぱなしにしない ○
2 節水シールの表示 〇

4．グリーン購入の推進　

1 環境ラベル認定製品を優先購入 〇
2 環境ラベルの周知徹底及び社員の意識改革 〇
3 再生材料の積極的活用 〇

1 地域環境保全貢献
事務所

現場
1 事務所,現場周辺清掃活動実施 〇

6．環境に配慮した工事の実施　

1 施工提案等実施 〇

取組目標
該当

事業所
活動項目

取組目標

２．廃棄物排出量の削減　

取組目標
該当

事業所
活動項目

1
一般廃棄物排出量の削

減
事務所

1

産業廃棄物最終処分量

の削減

ガソリン使用量の削減
事務所

現場

該当

事業所

取組目標
該当

事業所
活動項目

1 節水活動 事務所

活動項目

1 グリーン購入取組
事務所

現場

5．地域清掃活動の推進　

取組目標
該当

事業所
活動項目

1 環境に配慮した工事  の実施 現場

取組目標
該当

事業所
実施評価 次年度の取組

次年度も引き続き取り組む。

地域活動、防災活動は積極的に参加す

る。

実施評価 次年度の取組

実施評価 次年度の取組

実施評価 次年度の取組

社員への節水への周知を呼びかけ、次年

度も節水を継続する。

環境ラベルの周知の徹底、積極的活用を

次年度も行う

実施評価 次年度の取組

4 灯油使用量の削減 事務所

現場軽油使用量の削減3

次年度も引き続き取り組む。

次年度も引き続き取り組む。

次年度も引き続き取り組む。

環境経営活動計画の取組結果と次年度の取組

次年度の取組

次年度も引き続き取り組む。

次年度も引き続き取り組む。

上記と同様、安心、安全を常に意識し、

環境活動を次年度も行う。

実施評価

2 現場

活動項目

１．二酸化炭素排出量の削減

電気使用量の削減
事務所

現場

2
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目標値の再設定により達成項目が多くなりました。

日々、進化する中で会社の内容も変わってきます。

その都度、現状と照らし合わせながら活動に

取り組みたいと思います。

環境経営活動の内容と実績

0
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40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4

CO2排出量削減

目標 実績

kg-CO2

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4

電力使用量（事務所）

目標 実績

kW

0
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2,000

3,000

4,000

5,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4

ガソリン（事務所）

目標 実績

Ｌ

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4

ガソリン（現場）

目標 実績

0

10,000

20,000

30,000

40,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4

軽油（現場）

目標 実績

Ｌ

Ｌ
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環境経営活動の内容と実績

まずは出来る事から！！

日頃から自分たちで出来る

エコ活動を模索中です！
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環境経営活動の内容と実績

農林水産省が行っている棚田の保全活動『つなぐ棚田遺産』のオフィシャルサポーターと

して令和４年９月に地元『蕨野の棚田』と協定を締結しました。

高齢化や担い手不足の減少によりここ数年で荒廃農地も多くなりました。

この取り組みをきっかけに地元の活性化、

棚田の保全活動に少しでもお役に立てればと思います。
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遵守状況

一般廃棄物委託基準の遵守 遵守

産業廃棄物　処理基準の遵守 遵守

　　産業廃棄物の保管、保管の届出 遵守

　　収集運搬基準の遵守 遵守

　　保管基準の遵守 遵守

　　投棄禁止 遵守

　　焼却禁止 遵守

　　報告義務の遵守 遵守

　　建設工事に伴い生ずる廃棄物の処理に関する例外 遵守

建設業等を営む者の責務 遵守

分解解体等実施義務 遵守

届出に係る事項の説明義務 遵守

請負契約に係る書面の記載事項 遵守

再資源化実施義務 遵守

発注者への報告等 遵守

下請負人に対する元請負業者の指導 遵守

特定特殊自動車の使用制限 該当なし

特定特殊自動車排出ガスの抑制措置 該当なし

特定建設作業の事前届出 該当なし

規制基準の遵守 該当なし

特定建設作業の事前届出 該当なし

規制基準の遵守 該当なし

自動車の所有者の責務 該当なし

使用済み自動車の引き渡し義務 該当なし

再資源化預託金等の預託義務 該当なし

遵守

フロン類の放出禁止 該当なし

事業者及び消費者の責務 該当なし

実施済

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価

特定製品管理者責務　（簡易点検実施)（業務用エアコン使用場合）フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関

する法律　（フロン排出抑制法）

建設工事に係る資材の再資源化等に関

する法律

　　　　(建設リサイクル法)

環境関連法規 要求事項

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

騒音規制法

振動規制法

使用済み自動車再資源化等に関する法律

　　　　　　（自動車リサイクル法）

　特定特殊自動車の排出ガス規制に関する法律

　(オフロード法)

特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）

浄化槽法 設置届出・定期清掃点検の実施

令和４年５月に、当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。
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8-1.　今回の取組の評価結果

8-2.　見直しの結果

☆環境経営方針

現状の方針で今後も継続する。

☆環境経営目標・環境経営計画

現状の目標・活動を継続する。

☆その他の環境経営システムの要素

現状のまま継続していく。

（棚田ボランティアの様子）

代表者による全体評価と見直しの結果

今期は目標値の見直しを行い、結果、多くの目標を達成できました。実際、エコアクションを開始

した７年前と今を比べると、従業員数、社用車の数、等級と環境が変わっているのは事実です。今

回の目標が今の土井組に最も近いことがわかったので、今後目標値に近づけるようにエコアクショ

ンを継続していきたいと思います。そして、今年度は〝つなぐ棚田遺産オフィシャルサポーター”と

して、地元『蕨野の棚田』と協定を締結しました。我が家の田圃もこの蕨野の棚田にあるので私も

毎年田植えを行っています。私が本格的に田植えを手伝うようになって約20年になりますが、その

間に農家の高齢化、後継者不足という問題で荒廃農地が増えました。この荒廃農地が増えることに

よって棚田が持つ機能が崩壊し、様々な問題が生じてしまいます。土井組の企業の理念でもある地

域貢献がこの地元から始まり、今後地域の活性化に繋がっていけたらと思います。

☆実施体制

現状の実施体制を継続する。
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